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 第７日 

 令和６年９月10日（火） 

午後１時零分再開 

○議長（小島清人君）  休憩前に引き続き会議を開き、一般質問を続行いたします。 

 次に、８番熊本正博議員の質問を許可します。８番熊本正博議員。 

     （８番熊本正博君登壇） 

○８番（熊本正博君）  皆さん、こんにちは。８番熊本正博でございます。今日は傍聴に

お見えになった皆さん、それからインターネットで傍聴をされている皆さん、お忙しいと

ころ誠にありがとうございます。 

 さて、今日朝でしたけど、ある議員が、「昨日、帰りがけにこの市役所の付近で猿を見

た」というような話がありまして、え、猿がおるったいと、私もちょっと見たことはある

んですけど、そしたら、ほかのところの議員も、「そりゃ、うち辺もおるばい、猿は」っ

ち言うわけですよ。 

 そしたらまた、ほかの議員が、「いや、うちは親子でおったげな」とか、そういうこと

が出まして、そげん猿は朝倉市におるとやろうかと、何匹ぐらいおるとかなと思いながら、

今回質問を、この壇上で話をちょっと変えました。 

 まだ１年半ぐらい前でしたけど、私はコウモリの被害の話をさせていただいたことがご

ざいますが、このコウモリの話は当時福岡県、それから福岡本庁ですね、県庁のほうから

見えたし、朝倉農林も来られた。 

 それから、朝倉市では環境課、それから住民の皆さんが来られて、そのコウモリの被害

があるところの家を見て回ったんですけど、その時に言われたことが、「コウモリは殺し

たりすると罰金が科せられるばい」と、そやけ、コウモリがもしもいるなら逃がすしかな

いと、自分のところにおるなら、専門家の方に頼んだりとか、いろいろしてコウモリを出

しなさいと、逃がしなさいと、家からですね。 

 そういう話でしたけど、「ほんならコウモリが逃がさにゃいかんちゅうて逃がしたら、

今度はまた違うところの家に行くやんね」っち、「いっちょん何もならん、そこの家はい

いかもしれんけど、また次のところに行く」というような話でしたんで、どうかなと思い

ながら。 

 で、これは堤のほうとか、それから菩提寺、恵比須町あたりに大分コウモリが家の中に

おるということでありますけど、中には自分の家にコウモリが入っちょるちゅうことも、

分からん人もおるそうで、ほんと幸せだなと思う人がおられます。 

 コウモリの糞ちゅうのはほんと真っ黒してですね、おてんごんなるわけですよ。実は私

の家にも来ましたけど、コウモリが。でも家にはコウモリもいますけど、アオダイショウ

もおりますもんで、そのアオダイショウが入ってきてですね、コウモリはやっぱり食べに

来たりするけんですね、その後もうコウモリはおらんとか、スズメとかそういうのがもう
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おらんごとなってしもうたけど、アオダイショウはおるごとあるですね、今も。 

 それで、またそのほかにもハトの被害、これ甘木町ではハトの被害がたくさんあるわけ

ですよ。甘木小学校とか朝高とか、そこらにもほとんどハトがおるわけですけど、個人宅

にもハトがあちこちおるという被害を五、六件お聞きしまして、やっぱり見てみますと、

やっぱりハトがそのつかみにくい、上りにくいごとあるとこに巣があって、どんどん増え

よるそうで、これも今度はさっきのコウモリは市で担当ちゅうと環境課になるそうですけ

ど、このハトは農林課が担当だそうです。 

 農作物やらも被害があるけんですね、農林課が担当ですと言いながらも、やはりどうし

ようもない。ハトがおったら追い出してください、逃してください、これしかないそうで

す。もうお手上げですね。言えばもうこっちからしてみたら、もう本当困っちょるちゅう

ことじゃありますけど、やっぱりどうしても手が出せないというようなことで、困ってい

ると。 

 で、何日か前に、これもまたある議員から聞いた話なんですけど、カラスですね、カラ

スの被害がこの頃は多なったと。で、私たちのところにもごみやらを収集するところがあ

るじゃないですか。あそこにごみを持っていくと、ネットやらもかぶせちょるとですけど、

カラスが来て、食べられる物を引き出してから、もうべらり散らかしちょるわけですよ、

食い荒らしてですね。 

 で、もう毎日、うちもちょっと片づけに行ったことがありますけど、近所のおばちゃん

が片づけをしちゃるわけですよ。しかし、近所のおばちゃんが、「あんカラスが」ちゅう

てから石を投げつけたりするけ、おばちゃん、やめときないって。カラスやらをそげなこ

としよったら、カラスは頭がええから、逆にその顔を覚えて、今度またそれ持ってきよっ

たりしたら攻撃をしてくると。そのカラスがですね、それこそ命にちゅうことあることも

あるからですね、おばちゃん、もうカラスと目を合わせなんなと。 

 これは猿も一緒ですよね、目を合わせたらしかかってきますから、もう合わさんな、た

だ片づけだけをしてくださいっちゅうことで話をしたことがあります。 

 で、つい最近その話が、カラスの話がありましたけど、それは何か桃があってですね、

その袋がかかっちょるそうなんですよ、桃にですね。 

 して、一番おいしくなって、もう出そうかっちいうときになったら、カラスが来てそれ

をつくじるそうですよ、その袋には何が入っちょるじゃろうかっち思うて分からんでです

ね、してつくじってって分からんでですね。して、つくじってしまうけん、やっぱり生産

者としてはせっかくできたとにですね、「もう商品価値がなくなって、もうどうしようも

ない、せっかくここまで育てたとに」っち、おいしゃまがそう言いよんなったそうですが、

そのおいしゃまに言わせるとですね、「こんカラスは、今おる地域におるカラスじゃな

い」と、いつもおるカラスじゃないと。「これはまた違う、山から飛んできたカラスが来

てから、何でこの袋の中は何じゃろうかっち思うてつくじりよる」というようなことを言



 3  

ってありましたから、ああ、そげなこともあるとばいなっち思いながらですね、この手を

出せないカラスにおいても、どうしようもない。ネットをするとか、そういうことで防い

でいかないけんと、脅すか、あげな花火とか何かそういうふうな脅しでやるちゅうことで

すけど、効果はないやろうなと、そんなふうに思っております。 

 そういうことですが、私が今から一般質問をさせていただきますが、これにつきまして

は、お手上げちゅうことはないと思います。職員の方なり、部署の、それから責任がある

ところの行政、この人たちが力を入れたらやれる。元気があれば何でもできる。そういう

一般質問でさせていただきたいなと思っております。 

 はい、質問席のほうから質問をさせていただきます。執行部におきましては、明確な回

答をよろしくお願いいたします。それでは、席に帰ります。 

     （８番熊本正博君降壇） 

○議長（小島清人君）  ８番熊本正博議員。 

○８番（熊本正博君）  はい。それでは、通告書に従い質問をさせていただきます。 

 最初に、小石原川の治水と利水について質問をさせていただきます。 

 小石原川の河川整備について。 

 小石原川の治水能力が朝倉市の国・県管理河川で著しく低いとの観点で、私が令和６年

の３月定例議会でおいて質問をしたことがございます。執行部の答弁は、「旧堰が存置さ

れたままになっており、河川管理者も整備ができずに困っています。引き続き関係機関に

働きかけていく」との趣旨で答弁がありました。６か月がたちましたが、どのようになっ

ているのかお伺いいたします。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  福岡県において平成30年７月に策定されております筑後

川中流平野右岸圏域河川整備計画によりますれば、小石原川の治水能力は目標流量に対し

て極めて低く、氾濫被害の防止軽減上、河川整備が必要であると河川管理者である福岡県

は位置づけをしております。 

 朝倉市も、沿川住民の生命・財産を守る観点から、一日も早い河川整備が必要という認

識をしておりまして、福岡県に対しては重ね重ね強く申し入れているところでございます。 

 そもそも、河川整備が進まない要因といいますのが、農業用水の固定堰が存置されてい

るところにございます。取水の停止及び固定堰の撤去は、昭和47年に旧水資源開発公団と

福岡県が水利の許可を得た条件の中で、両筑平野用水事業において建設されました甘木橋

頭首工等の合口された頭首工から取水されることが約束されているというふうに承知をし

ておりますが、所々の理由から遅れているため、河川管理者であります福岡県朝倉県土整

備事務所の整備が遅れている状況であるというふうに認識をしているところでございます。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  ただいま氾濫被害の防止形状、小石原川の整備が必要であると部
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長が言われましたが、私も非常に危機感を感じております。小石原川沿川住民に泥をかぶ

せるわけにはいかないと強く思っているところでございます。 

 朝倉市は、関係機関に強く要望していただきたいと思っております。よろしくお願いい

たします。 

 次に、つなぎ込み水路等について、整備等について。 

 小石原川に昭和47年に旧堰取水の停止と堰撤去が約束をされていますが、女男石頭首工、

甘木橋頭首工など、合口堰取水と並行して旧堰取水が行われております。そのため、数多

くの旧堰が残っているのだと私は認識をしておりますが、旧堰撤去の前提は、福岡県朝倉

農林事務所が事業を行っているつなぎ込み水路の整備と理解をしていますが、旧堰撤去が

遅々としていますが、つなぎ込み水路の整備はどのようになっているのでしょうか、教え

てください。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  お答えいたします。 

 新しく建設されました合口頭首工以外の旧井堰からの取水が残っているものにつきまし

ては、小石原川で24基、佐田川で11基でございます。 

 そのうち、つなぎ込み水路工事が完了し、試験通水に入っている箇所が６か所ありまし

て、そのうち４か所が小石原川、佐田川の２か所でございます。 

 また、既に通水試験が終わって堰撤去の設計や工事を実施している箇所は、小石原川で

３か所、佐田川が１か所となっております。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  はい、分かりました。 

 次に、令和11年度までには取水停止と旧堰撤去が完了しなければならないとなっていま

すが、進捗はどのように管理されているのかお伺いをいたします。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  旧井堰撤去までには、つなぎ込み水路建設の水利関係者

同意、水路整備、試験通水、取水停止、井堰撤去同意、井堰撤去といった工事の段取りと

なることから時間を要しておりますが、河川の治水機能向上のための河川整備は必須であ

ることを承知しているところでございます。 

 また、水利使用規則での河川管理者と水利権者との同意条件が、令和11年度末までに旧

井堰の廃止を完了させるようになっていることにつきましても、重々承知をしております

ので、関係事業者には引き続き強く求めていくところでございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  この課題での朝倉市の役割はどのようなことで、本市の主管課は

どこなのか教えてください。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 
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○農林商工部長（上村一成君）  この事業についての朝倉市の役割ということでございま

すが、これは朝倉農林事務所と連携して水利関係者と協議調整することと理解しておりま

す。 

 なお、主管課につきましては、農林課でございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  すみませんが部長、もう一度旧堰撤去までの段取りをゆっくり答

弁していただけませんでしょうか。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  段取りということで、改めてゆっくり申し上げます。 

 旧井堰撤去までには、つなぎ込み水路建設の水利関係者の同意、そしてその次に水路整

備、そしてそのでき上がった水路に対しまして試験的な通水、試験通水、そしてその通水

をした後にうまくいったら、そこで取水の停止となります。そして、改めまして井堰の撤

去同意、そして井堰撤去といった工事の段取りとなります。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  旧堰を撤去するまでには、今話を聞きますと長い時間がかかるよ

うでございます。それならば、なおさら関係事業に引き続き強く求めていってください。

一刻も早く実現をしてください。よろしくお願いします。 

 次に、堰撤去についてです。つなぎ込み水路の整備が完了し、一定期間の試験通水も行

われているが、なぜ堰撤去に移行しないのかお伺いをいたします。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  先ほど段取りの中で申し上げました試験通水につきまし

ては、数年間かけて実施されておりますが、中には水利権者の方からは、つなぎ込み水路

からの取水量で十分足るのか不安だという声もありまして、取水停止までの理解が得られ

ていない箇所もあるというふうに伺っているところでございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  今の話を聞きますと、水利関係者にしてみれば、やはり水路の不

安や理解が得られていないということでしょうね。分かりました。 

 では、次に小石原川の治水機能についての市の認識について。小石原川の治水能力が著

しく低く、豪雨のたびに沿川住民は河川からの溢水、越水の不安にあるという実態は、関

係者には伝わっているのでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  議員おっしゃいますように、小石原川は治水能力が低い

上に、土砂が大量に堆積しておりまして、豪雨のたびに沿川住民の方々が越水等、河川氾

濫の心配を抱えていることにつきましては、市をはじめ福岡県、水資源機構等の関係機関

とは重ね重ね対策会議を開催しておりまして、十分に認識しているところでございます。
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以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  取水停止と旧堰撤去は数十年来の課題でありますが、関係機関は

治水上の危険性、沿川住民の不安を自分ごととして捉えられているのか、甚だ疑問であり

ます。 

 水資源機構や福岡県朝倉農林事務所においては、両筑平野用水の水利使用規則の履行責

任は当然でありますが、小石原川沿川住民の生命財産との観点はあるのですか。朝倉市は

しっかりと関係機関に伝えているのかをお伺いいたします。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  取水停止につきましては、水利権取得時の条件整備であ

りまして、堰撤去まで行わなければならないことは、水利関係者協議で説明してきている

ところでありますが、両筑平野用水事業完了から長い年月を費やしていることや、これま

でどおりではなぜ駄目だったのかといった意見、あるいは両筑平野用水事業以前からかん

がい期以外でも取水は認められていた。旧井堰がなくなれば、かんがい期以外の水はどう

するのか等の意見が出されておりまして、理解を得るのに時間を要しているところでござ

います。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  つなぎ込み水路の整備、取水停止、旧堰撤去と段取りよく進まな

ければ、計画に基づく河川整備はできないわけでありますから、不退転の気持ちで前に進

めてもらいたいと、関係機関に強く求めていただきたいです。朝倉市の見解を求めます。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  水利使用規則上の当事者は、水資源機構と福岡県であり、

つなぎ込み水路事業当事者が福岡県朝倉農林事務所であることは、両機関とも十分承知さ

れておりまして、朝倉市をはじめ関係市町と一緒に進め方等について協議が行われている

ところでございます。朝倉市としましても、今後ともなお一層しっかりと取り組んでまい

りたいと思います。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  よろしくお願いいたします。 

 次に、両筑平野用水について。両筑平野の農業用水についてでございます。 

 朝倉市、小郡市、筑前町、大刀洗の２市２町の広大な農地の水運用を行っております両

筑平野用水土地改良区は長いこと、「水が足りない、旧堰には必要な箇所がある」と発言

を続けておられます。 

 そもそも、九州農政局が旧甘木市などの強い要望を受けて、両筑平野のかんがい排水事

業が計画をされた経過がありますが、水源である江川ダムの当初計画は、かんがい専用ダ

ムとしてスタートしたと私は聞いております。 
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 かんがい用の専用ダムだったということが始まりでありまして、その後、農業用水専門

ダム構想から福岡市水道用水と旧甘木市の工業用水が参画をしまして、ダム構想によりさ

らに、筑後川水系水資源開発公団に取り込まれて、筑後川大堰から取水する水道事業も参

画し、現在の水運用へと移り変わったと理解をしております。 

 事業は、水源ダムや女男石頭首工、甘木橋頭首工、その他基本的な水路施設を旧水資源

開発工団が実施し、さらにそのほかの取水堰や水路網が福岡県により整備されたと聞いて

おります。 

 当初、計画の一丁目一番地であった農業用水について、当事者の両筑土地改良区は一貫

して「水が足りない」と主張をされております。これにつきましては、両筑土地改良区の

理事長や局長と十分話をさせていただきまして、作成をしております。現状を聞いていた

だきたいと思います。 

 間断かん水をすることが常態化、特に水源地である朝倉市において、水不足なんてこと

はあり得ません。また、その不足を補うために揚水機場を設置。これは、農地にポンプで

水をくみ上げる施設のことでございます。総機場数は332機場まで膨らんでおります。全

国を見回してみても、これだけ低圧揚水機場が多い土地改良区はありません。 

 その電気料を補填のために、江川ダム直下に省水力発電所を建設した経過がありますが、

電気代は年々上昇し賄えない。それに加え、発電所にかかる修繕費等は膨大で、補助事業

を活用しながらしのいでおります。計画と実態との乖離が非常に大きいです。 

 また、朝倉市は水源地であり、その地域が困らないように優位性があるべきではないで

しょうか。揚水機場については、地下水の低下──これは資源の枯渇ですね。と電気量の

高騰も考えると、依存度を減らす取組をしないといけないと思っています。 

 点在する揚水機場は、維持管理費、管理費用、手間がかかり、土地改良区としてもコン

トロールがしにくいため、合併を含めた再編が必要であります。揚水機場の電気料を減ら

すことができれば、環境にも配慮ができ、脱炭素の取組にもつながります。かんがい排水

事業を実施したにもかかわらず、揚水機場が膨大にあるのは非常におかしいと思います。

聞かれて、朝倉市はどのように認識をしているのかお伺いをします。 

 この件につきましては、朝倉の重要な農業の問題でありますので、よければ林市長にお

伺いをいたします。お願いします。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（林 裕二君）  議員が御指摘をいただきました土地改良区の窮状と言っていいと

思いますけれども、このことについてはよく理解をしております。 

 私は、両筑土地改良区県営二期事業推進協議会の会長をしております。これには、関連

自治体の小郡市、筑前町、大刀洗町、２市２町の長もおりますので、両筑土地改良区の理

事長、また副理事長とともに要請活動を福岡県、九州農政局、農林水産省、財務省等に年

２回予算を確保していただくという目的をもって行動を一緒にしております。 
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 その中で、今、議員から両筑土地改良区との協議の踏まえてのお話がございましたので、

よく理解をさせていただいていると思います。両筑平野用水事業は、昭和30年代より当該

地区では水田耕作には安定的な水が必要だとの声が強く、農水省の基礎調査を踏まえて事

業計画が策定されて、両筑平野用水事業がスタートしていったとの経緯があるということ

を聞いております。 

 また、事業スタートの段階で広域的な水道用水等の参画という変遷を経て、現在の水運

用体制になっていることも聞いております。 

 その後、水路等の老朽化に対応するため、平成17年度より、両筑平野用水二期事業が水

資源機構事業から開始され、現在は県営による、先ほど申し上げました両筑平野用水事業

として、老朽化対策が鋭意進められているところであります。 

 「水が足りない」との声もあり、よりよい水運用を目指して、朝倉３ダムについては、

令和５年かんがい期から、それまでの利水者ごとの目的別管理体制からプール運用へと水

管理方式が変更されました。現在は試し、試行段階ではありますが、その効果は初年度か

ら明らかになっているというふうに思います。 

 両筑平野用水の水利用計画は、地下水利用やため池等の水源利用を前提としたダムの水

源計画であり、水運用当初から「ダムの水が足りない」との声があったと承知しておりま

す。 

 朝倉市にとって水田農業は基礎的な財産であり、適正な水管理を求めて日々努力されて

いる両筑土地改良区の声、広く農業関係者の声をしっかり受け止めていくことは、朝倉市

の基本姿勢であるというふうに考えております。 

 私は、脱炭素政策が進められている昨今、議員が言われましたように、両筑平野用水が

維持管理費や電気料金を伴う数多くのポンプ施設で揚水する地下水を水源とした水利体系

そのものにも疑問を持っております。 

 事業関係機関には、両筑土地改良区の声を真正面から受け止めていただき、よりよい方

向を目指してもらいたいとこれからも強く求めていきたい。両筑土地改良区の窮状は強く

認識して感じているということでございます。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  林市長、簡潔明瞭に答弁をいただき、ありがとうございました。

よりよい水運用を目指して現在行われておりますプール運用・水管理方式で本格運用が実

施されるように強く思っております。 

 また、両筑平野用水土地改良区が「水が足りない」という発言をされていますが、この

声がなくなってこそ水源地・朝倉ではないでしょうか。 

 次に、堰の必要性について、両筑土地改良区は「旧堰には必要な箇所がある」と主張さ

れています。さきの項目で明らかなように、旧堰は取水を停止した後に撤去することにな

っているが、両筑土地改良区は「旧堰には必要な箇所がある」と主張されております。こ
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のことを朝倉市はどのように受け止めているのか、お伺いいたします。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（上村一成君）  両筑土地改良区の旧堰には必要な箇所があるとの主張に

つきましては、十分承知しているところでございます。 

 その内容につきまして一例を申し上げますと、合口された甘木橋頭首工から、その下流

の本郷頭首工までの距離が遠過ぎ、圃場の隅々までの必要な農業用水の供給が難しいなど

ということを理解しているところでございます。また、それが「旧井堰取水の停止ができ

ない要因となっている」との声も伺っております。 

 市としましては、事業関係機関の皆さんには農業関係者の声の真意をしっかりと聞いて

いただきまして、よりよい方向に模索していただきたいと考えており、引き続き諸会議に

おいて発言をしていくところでございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  今部長が言われたことですね、よろしくお願いをいたします。 

 次に、市街地の都市整備についてです。 

 市街地の浸水被害と雨水排水対策について、近年の頻発する豪雨が山間部では土砂流木

に対する対策、また平地では河川の整備を、さらに市街地や農地の浸水被害対策と市政全

体に重くのしかかっていると理解をしております。平成29年７月九州北部豪雨災害以降、

国、県、市一体として災害復旧が実施され、河川の改修と治山・砂防施設の整備が進めら

れたところであります。 

 豪雨は、市街地においては家屋や道路等の浸水被害ももたらしていますが、市街地にお

ける浸水被害は都市の整備とともに密接に関係してくるはずであります。このことについ

て、市はどのように認識し、どのように対処していくつもりなのか、基本的な考えをお伺

いします。 

○議長（小島清人君）  都市建設部長。 

○都市建設部長（井上政司君）  近年の地球温暖化現象の影響と考えます豪雨が、市街地

での浸水被害を顕著にしているというふうに考えております。同時に、市街地では家屋の

集中や活発な商業活動による開発行為も進んでおりまして、雨水の地下浸透が阻害され水

路等に一気に流れ込むことから、水路の能力オーバーとなりまして、浸水の原因の一つに

なっているというふうに考えております。 

 市街地の中心は、扇状地の先端部になっているという地形的な特徴を踏まえた雨水排水

機能の充実が、都市政策の課題の一つであるというふうな認識を持っております。 

 治水対策として、近年、官民など流域に関わるあらゆる関係者が協働して水害対策を行

う流域治水というものが高く掲げられております。治水を面的な広がりの中で総合的に取

り組んでいくことが求められておりますので、しっかりと勉強しまして施策に生かしてい

く必要があるというふうに考えているところでございます。 
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○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  今回、今、部長に市街地の浸水被害と雨水排水対策の基本的な考

え方を述べていただきましたが、この件につきましては、非常に重要な案件と私は思って

おります。今後も継続してこの一般質問をさせていただきたいと思っております。 

 それでは、次の質問はごろっと内容が変わりまして、学童保育についてでございます。

学童保育の現状について。 

 今回、学童保育の質問をさせていただきましたのは、なぜ質問したかという経緯に至っ

たのは、私には３人の子供がおりますが、それぞれ結婚しまして、みんな共働きをしなが

ら子育てをしております。この頃みんなで集まる機会がありましたので、そのときに「学

童保育があるので助かる」という話や、支援員、保護者の話題まで聞きました。 

 また、学童に預ける保護者の方々からも相談がありました。社会的には少子化で子供の

絶対数は減っておりますが、学童保育を利用する世帯は年々増加傾向にあり、共働きや家

庭環境の変化により、より一層学童保育の重要性が増しているという状況に、これは大事

なことだということで、学童保育について注目をいたしました。 

 そこで、質問をさせていただきます。まず、市内の学童保育の箇所数、それから学童に

通う子供の人数を教えてください。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（草場 勉君）  市内の学童保育所は全部で16か所ございまして、各小学

校校区に１か所以上あるというような状況でございます。 

 運営形態は、指定管理が13か所、業務委託が３か所ありまして、運営主体は任意団体や

民間企業、ＮＰＯ法人、社会福祉法人がございます。 

 利用している児童数ですが、全学童で757人の利用をされているというような状況でご

ざいます。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  それでは、学童を利用したい家庭は多く、待機児童が出ることも

あると聞きますが、現在の待機児童の人数を教えてください。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（草場 勉君）  待機児童の人数ということでお答えいたします。 

 令和６年度の入所申請時につきましては、定員を超えた学童保育所がございました。そ

の後、保護者と保護者会の協力によりまして、令和６年４月１日時点では、待機児童はゼ

ロとなっております。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  今言われたのは、やっぱり待機児童が出ないように保護者と保護

者会の協力により、そのような状況も乗り切って、待機児童は解消してあるんですね、そ

れについてはですね。 
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 次に、学童で働く支援員の人数を教えてください。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（草場 勉君）  全学童保育所で放課後児童認定支援員が77名、補助員が

70名でございまして、合計147名で対応をしております。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  今、147人と支援員が従事しているとのことでございましたが、

実際、今の支援員の人数で足りているのでしょうか、お答えください。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（草場 勉君）  学童保育所の支援員の配置につきましては、条例により

まして、児童おおむね40人に対し、支援員２名以上の配置が必須となっております。 

 実際には、支援員や保護者会等の協力をいただきまして、３名から５名で対応をしてお

りまして、条例基準は満たしている状況ではございます。 

 しかしながら、支援員の高齢化などによりまして、年度途中に退職等が発生することが

ございます。決して余裕のある配置ができていない現状もございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  子どもたちが安全に、そして安心して楽しく過ごせるよう、支援

員の役割はとても重要となりますが、支援員の人員確保に長年苦慮されているという話を

聞きますが、人手不足というのはどの業界でも共通している課題ではありますが、学童の

支援員不足も非常に深刻であると私は考えております。 

 支援員の待遇、特に低賃金は支援員不足に追い打ちをかけていると思います。国や県か

らの処遇改善はあると聞いていますが、その処遇改善を含め支援員の処遇改善はどうなっ

ているのかをお伺いいたします。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（草場 勉君）  支援員の処遇につきましては、基本的には雇用主であり

ます保護者会等の運営主体の考え方により決定されるものであります。市といたしまして

は、国の事業であります経験年数や研修により処遇改善を図るキャリアアップ事業、また

支援員の勤務時間により賃金の改善を図る処遇改善事業を利用し、給与や手当の向上を図

り、雇用関係の改善に積極的に取組を、働きかけを行っているところでございます。以上

です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  支援員がいないと、その分学童に通えない子どもたちが出てきて、

そうすると働けなくなる家族が出てきてしまいます。国や県から補助金で運営していきつ

つ、子ども未来課の協力もありながらどうにか乗り切っているようでございます。なかな

か難しい現状であると思います。もう少し市が力を入れて、学童保育のことを考えていか

なければ支援員という仕事は安定せず、辞めていく人も増え、支援員になりたい人もいな
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くなると感じております。 

 支援員の確保拡充にぜひ対策を講じていただき、支援員が働きやすい環境をつくり、子

どもたちがのびのび過ごせるよう改善をよろしくお願いいたします。 

 それから、この話は最近のことで、８月末の台風10号の対応についてお尋ねをします。 

 災害時の学童保育の開所、閉所の対応判断について、市はどのように考えられているの

かお伺いいたします。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（草場 勉君）  台風時、災害時の閉所の考え方につきましてお答えいた

します。 

 基本的には警戒レベル４、避難指示が発令された場合、閉所とするようにいたしており

ます。また、今回の台風につきましては、学校の夏休みの期間中でありましたけれども、

その長期休業中以外におきましては、学校が休校になったときにつきましては、学校に準

じて閉所としております。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  通常はそのような対応、判断をしているとのことですが、今回の

台風は各小学校のサマースクール出校日は休校になりましたが、学童の開所や閉所の判断

等が非常に遅く、保護者や支援員が困惑をしたと聞きました。どのような対応だったので

しょうか。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（草場 勉君）  今回の台風につきましては、警戒レベル４、避難指示の

発令はなかったため、基本的には開所といたしたところでございます。 

 また、今回は学校が夏休み休業中であったため、学童保育所の閉所の判断については、

子ども未来課を中心に検討判断をしたところでございます。 

 学童保育所の役割につきましては、保護者が仕事等を理由に児童を家庭で看護できない

場合に児童を預かり、保育することでございます。災害時におきましても、どうしても預

かりが必要な家庭への影響を最小限に留めること並びに支援員の安全を確保し対処するこ

とを考慮した上で、できる限り開所することが必要であるというふうに基本的には考えて

おります。 

 今回の対応につきましては、台風の速度が非常に遅く、進路予想も日ごとに変わる状況

であったことから、まずは保護者へ急遽閉所する可能性があるということ、その場合につ

いては預かることができませんので、保護者で対応していただくよう事前周知を行ったと

ころでございます。 

 また、利用児童数の事前把握を行いまして、最小限の人員体制で預かりを対処したとこ

ろでもございます。今回の台風では、結果的に保護者の協力により家庭で対応することが

でき、利用する児童がなくなり閉所した学童もあれば、少人数の預かりであったが、通常



 13  

通りの開所をした学童もございました。 

 今後も、台風の最新情報を確認しながら、いただいた御意見を踏まえ、各学童保育所と

の意見交換や教育委員会との協議を行いながら、今後の災害対応に生かしていきたいとい

うふうに思います。以上です。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  今回のように学校が夏休み期間や土曜日などで学校が休みである

ときは、学童の開所・閉所の判断を学校に合わせることができず、非常に判断が難しかっ

たと思いますが、子どもたちや支援員の安全等を考慮し、各保育所や各小学校に合わせず、

学童保育の状況で学童保育ならではの市の対応、判断をすべきではと思っております。 

 利用したい保護者がいるのは十分分かりますが、だからといって各学童によって開所・

閉所の状況が異なるのは、混雑が生じ収拾がつかなくなります。よくよく安全面を考慮し、

早めに判断できれば保護者も対応ができたのではと思っております。 

 今回、幸い大きな被害もなかったこともありましたが、災害時の対応を考えるよい機会

になったと捉えております。今後、きちんとしたルールを定めて、子どもたちの安全を第

一に今後の対応をお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

 次に、学童保育の今後の運営についてでございます。 

 この頃より、内閣府こども家庭庁は子どもが真ん中社会の実現のため、各分野における

政策の取組を進めていると述べていますが、今後朝倉市は学童政策をどのように考えてい

るのかお伺いいたします。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（草場 勉君）  議員言われますとおり、児童数全体の減少が進む一方で、

核家族や共働き世帯の増加により、学童保育所の利用児童数は増加しておる状況でござい

ます。 

 こういった中、国におきましては全ての子どもが放課後安心・安全に過ごし、多様な体

験や活動を行うことができるよう、待機児童の解消や人材確保のための施策を打ち出して

いるところでございます。 

 市といたしましても、児童が安心して過ごせる生活の場所としてふさわしい環境を整え

ること、また地域に根差した学童保育所運営を行い、保護者会・学校・地域との連携を重

視するとともに、学童支援員の処遇改善、確保対策など必要な国の施策を適切に行ってい

くことが必要だというふうに考えております。 

 このことにより、保護者が安心して子どもを預けることができ、併せて子どもが安心し

て過ごすことができる学童保育所を目指していきたいというふうに考えております。以上

でございます。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本議員。 

○８番（熊本正博君）  先ほど福祉部長よりお聞きしましたとおり、国の政策を取り入れ
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ながら児童が安心して過ごすことができる生活の場としてふさわしい環境を整え、地域に

根差した学童保育運営を目指しているとのことでございました。 

 多くの学童保育が保護者を主体とした運営となっており、保護者と支援員が協力し合い

ながら、子どもたちが成長できていると思います。現在は保護者運営、民間企業、ＮＰＯ

法人が指定管理を受けていますが、今の運営自体が変わってしまいますと、子どもたちや

保護者の動揺が生じて学童保育の本来の保育ができなくなる状況になると懸念もしており

ます。 

 一番に子どもたちが元気に過ごせること、そして支援員の処遇改善、学童保育運営の拡

充、施設の修繕・改修など課題はたくさんありますので、今後ますます安定した学童保育

運営を継続していけるよう、小さな課題を一つずつ解決していき、これからの未来を担っ

ていく子どもたちのため、学童保育のより一層の充実を図っていただけると幸いでござい

ます。学童保育の先進的な朝倉市と言われるようになってほしいと思います。 

 これをもちまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（小島清人君）  ８番熊本正博議員の質問は終わりました。 

 暫時休憩いたします。午後２時10分に再開いたします。 

午後１時59分休憩 

 


